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競技・審判・会場使用上の注意事項

１ 開館・受付開始時間・・・・午前８時００分 ※ ８時００分までは入場できません｡

開会式・・・・・・・・・・ 〃 ８時４５分

第１試合開始予定時間・・・ 〃 ９時００分

２ 監督１名（当該校の教員を原則とするが、当該校において派遣顧問として継続的に指導を行っ

ている者で、校長が承認する場合は、その者に監督を委任することができる。必ずコーチ確認書

〔校長承認書〕を提出すること。）、コーチ１名(教員以外の者＜中学生は不可＞でもよいが、校

長の承認した者で、当該校で継続的指導を行っている者とし、必ずコーチ確認書〔校長承認書〕

を提出すること。）、マネージャー１名（当該校の教師または生徒）とする。

３ 当日、チーム構成員に変更がある場合は、所定の変更届用紙（受付で配布する）に記入し、監

督の責任において、９時までに競技委員長へ提出する。（プログラムに記載ミスがある場合も同

様とする）

４ プロトコールは、次のように行う。

合 同 練 習 （前の試合終了後の３分間とし、他のコートにボールが入らないよう

↓ に気を付ける）

主将のトス （審判員が立ち会い、副審サイドで行う）

↓

公 式 練 習 （両チームが同時に行うのであれば６分間、別々であれば３分間ずつ

↓ ネットを使った練習を行うことができる）

整列・握手 （選手全員で行い、第１セットのスターティングメンバーは、速やか

↓ にコートに入る）

試 合 （終了後の握手も、選手全員で行う）

※ 合同練習は、登録されたチーム構成員のみで行う。

※ 試合が連続する場合は、最大限１５分間のインターバル（合同練習・主将のトスは、その間

に 行う）をとる。

５ プレイヤー及びベンチのマナーについては、フェアな態度でのぞむ。（反則を犯し、指摘され

た場合は、挙手をするように指導する）

６ 作戦タイム・選手交替については、言葉とハンドシグナルで審判に明確に伝え、試合が遅延す

ることのないように行う。

７ ウォーミングアップゾーンは設けない。

８ 試合中のワイピングについては、チームの責任において行う。

９ ベンチには、スコアブック類・飲料水・救急用品以外の持ち込みを禁止する。

10 ベンチに入る同一チームの教師の服装は、できる限り統一させる。

11 開館後は８時４５分まで、練習を認める。（けがをしないように注意する）

12 ステージ側がＡコート（男子）、壁側 がＢコート（女子）とする。

13 開・閉会式の入場行進は行わない。主将を先頭に、大先頭で整列する。

14 上・下ばきの区別をきちんと付ける。

15 フロアー以外でのボールの使用は禁止する。

16 会場内外の施設破損には、十分注意する。

17 貴重品は、各チームで責任をもって保管する。

18 各チームで出したゴミは、必ず持ち帰る。


